
■ 会 社 概 要

情報機構
JOHOKIKO.CO.,LTD

Solution & Innovation

未
来
の
技
術
の
架
け
橋
に



2 3

未
来
の
技
術
の
架
け
橋
に
Solution & Innovation

■企業理念　行動指針
■企業理念　行動指針　事業内容

医薬品・化粧品・食品・電気・化学分野におけるセミナーの主催、

技術図書の出版、通信教育講座などを通し、

業界発展のお手伝いをしております。

企 業 理 念

　　～未来の技術の架け橋に～

　　　真に求められる情報を精査し、良質で独自のサービスを提供することで、

　　　社会への貢献を目指します。

行 動 指 針

　　・法令および社会規範を遵守し、モラルを持って行動します。

　　・産業界のパイプ役としての社会的意義と責任を自覚し、

　　　プロ意識を持って行動します。

　　・チャレンジ精神を持って、時代とニーズに即したサービスを模索します。

　　・物事を謙虚に受けとめ、感謝・尊敬の念を持って行動します。

　　・常に向上心を持ち、前向きに、明るく、元気良く、行動します。
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主に企業内の技術・研究開発部門の方々に向けた専門

性の高いセミナーを企画・催行しております。基礎技

術の学習から実務トラブルの解決、また、新技術分野

の調査から次代の成長産業の探索まで、様々な目的で

ご利用いただいております。

主に企業内の技術・研究開発部門の方々に向けた専門

性の高いセミナーを企画・催行しております。基礎技

術の学習から実務トラブルの解決、また、新技術分野

の調査から次代の成長産業の探索まで、様々な目的で

ご利用いただいております。

医薬品等の製造販売・研究開発には、薬事法や各種法

規制・ガイドラインの理 解・遵守が必須となります。

また、知的財産・マーケティングにおいても特殊な部

分がございます。

そのような知識習得への一助になるような講座づくり

を目指しております。

医薬品等の製造販売・研究開発には、薬事法や各種法

規制・ガイドラインの理解・遵守が必須となります。

また、知的財産・マーケティングにおいても特殊な部

分がございます。

そのような知識習得への一助になるような講座づくり

を目指しております。

■事業内容 ■事業内容

ヒトの「健康」「治療」「笑顔」への

　より良い環境づくりをお手伝い

　１０年先の新事業を見極める

　　　　技術と人とをつなぐ場所

■ 開催セミナーの例
・必ず知っていなければならない薬事法

・新薬承認審査時の審査のしやすい申請資料とは～ CTD 作成及び照会事項回答作成

・韓国・中国・台湾の臨床試験と国内臨床試験との比較・異同点

・ICH-GCP、J-GCP の比較・差異とグローバル治験必修事項とモニター必須英語力

・＜ PMDA の GCP 適合性調査に向けた＞ QC/QA 体制構築と対応ポイント

・PIC/S GDP 対応のポイント

・薬事・申請におけるメディカルライティング入門講座

・医学・生物統計学 超入門

・PIC/S の活動及び PIC/S GMP の理解と対応

・製剤技術者への技術伝承と特許戦略

・分析法バリデーション事例～計画と安定性試験・精度推定・変更と手順・技術移転～

・GMP を踏まえた医薬品の製造委受託成功のポイント

・薬物動態学（PK）・薬力学（PD）の基礎学習

・経皮吸収・貼るワクチンとマイクロニードル

・アジア各国における薬事・薬価制度の現状と問題点

・医薬品の特許期間存続期間の延長登録・延命化戦略と改訂審査基準への対応

・アルツハイマー病に対する根本的予防・治療法の可能性と最新動向

・PIC/S 対応 CSV 実施上の留意点

・ジェネリック医薬品の市場動向とマーケティング戦略

・バイオ後続品の開発留意点とその事業性

・医療機器の新 QMS 組織体制構築とそのポイント

・医療機器の ASEAN における薬事

・化粧品の中国 SFDA 申請と中国市場・法規制最新動向

・化粧品の表示、名称、キャッチコピーのツボ

・中国健康食品の最新動向と SFDA 登録手続きノウハウ

・機能性食品の表示制度

セミナー事業部

＜医薬品・医療機器・化粧品・食品等＞

■ 開催セミナーの例
・超高齢社会を豊かにする『福祉・介護・リハビリロボット工学入門』

・電磁共鳴方式によるワイヤレス電力伝送技術

・ロール to ロールの成膜要素技術と透明導電性フィルム

・＜医療・ヘルスケア分野における＞バイオセンサの基礎から最新開発事例、薬事申請対応

・有機半導体、導電性高分子の電子状態・光物性の評価と電子・光デバイス

・プラズモニクス入門　～表面プラズモンの原理と発光デバイス、太陽電池への応用

・陸上循環養殖技術入門～現状・基礎技術と設備・養殖品種・参入の際の計画・コスト・採算性等～

・小水力・マイクロ水力発電の展望

・スパッタリング薄膜の作製ノウハウと膜厚・膜質制御

・タッチパネル・ディスプレイのフィルム・表面高機能化と不動作分析

・リチウムイオン二次電池材料・デバイス評価のためのインピーダンス測定・解析法

・細胞培養の基礎から具体的なポイント、産業活用動向

・自動車用プラスチック材料入門

・CFRP を自動車構造に応用するための理論現状と将来展望

・ディープラーニング速習セミナー～ニューラルネットワークの基礎から最新手法まで～

・めっき・不良要因対策のポイント

・ＬＥＤ - ＵＶ硬化樹脂

・コロイダル量子ドットの最新技術

・ナノインプリントの基礎知識～入門から実用化への課題

・マイクロバブル・ナノバブルの基礎特性、発生装置と各種応用例

・コーティング膜の塗布・乾燥技術：超入門

・微粒子分散系、ＤＬＶＯ理論

・リートベルト解析を中心にした粉末 X 線回折測定の原理と実際

・基礎から学ぶ晶析操作・装置の設計、スケールアップ

・撹拌装置の選定・スケールアップ技術

・濾過技術入門－初歩からわかる各種ろ過技術とその応用

・完全人工光型イチゴ植物工場のビジネスノウハウと栽培のポイント

・周辺視目視検査法による外観検査のすすめ方

・クリーンルームだけに頼らない本当のクリーン化技術

・植物工場のつくり方～植物工場及び関連設備参入するための基礎知識～

セミナー事業部

＜化学・電気・環境・エネルギー等＞
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出 版 部

疑問・実務課題などの生の声を収集し、

　　他では出せない価値を生み出す。

なくてもいいものではなく、必要とされているも

のを提供する――。

様々な視点から掘り下げられた内容までをカバー

し、問題解決に直結する専門ツールとして、皆様

に活用いただいています。

弊社書籍の写真

■ 発刊図書の例
・コンピュータ化システムバリデーションの最新動向と取組み事例 

・フェノール樹脂及び誘導体の合成・制御と用途展開 

・医薬品開発のための日本語メディカルライティング 

・PEDOT の特性・合成手法とデバイス応用

・微粒子の分散 ･ 凝集メカニズムとその評価の最新動向と取組み事例 

・自動車触媒の最新技術および劣化対策と貴金属低減

・波長変換 太陽電池の開発 

・濾過プロセスの最適選定と効率改善 

・仕事関数 / イオン化ポテンシャルの計測・評価と制御・利用 事例集

・原薬輸入・海外調達における課題 / 薬事規制への対応 

・医療機器改正 GCP 省令 - そのポイントと SOP 改訂モデル - 

・薬物性 QT 延長症候群

・ＥＶ・ＨＥＶ車に向けた材料・部品の放熱・冷却・耐熱技術 

・パテントマップ作成・活用ガイド

・中国医薬品ビジネスにおける実践ノウハウ

・開発現場で役立つ信頼性試験・管理・設計手法 

・リチウムイオン二次電池の電極・電池材料開発と展望 

・規格及び試験方法 ～製剤別 / 原薬・医薬中間体～ 

・フレキシブルプリント基板 (FPC) の要求特性と最新動向

・マイクロリアクタによるプロセス革新と環境負荷低減 

・太陽電池と部材の開発・製造技術

・フッ素技術 ～固定化 ･ リサイクル ･ 規制～ 

・分析法バリデーション Q&A 集 

・バイオ後続品 / バイオシミラー医薬品

・各種透明フレキシブル基板材料の開発・特性と高性能化 

・医薬品、医療機器ならびに医療用品の滅菌バリデーション実施のための指針 

・エンドトキシン試験　－どのように実施し、どのように理解するか－ 

・事例・トラブル解決から理解する製剤・原薬合成別　スケールアップ 

・最新ジェネリック医薬品戦略 

・植物工場経営の重要課題と対策 

■事業内容 ■事業内容

セミナー事業部

＜特許・マーケティング・法規制対応・人材教育・他＞

様々な業界・業種の方へ

　明日を担う人材教育の場を提供

社内教育・体制整備を目的とした、業種・分野等を問

わず活用いただける、有意義なセミナーを多数ご準備

しております。

各種メーカーは勿論、第一次産業・第三次産業の方々

にもご利用いただき、好評を得ております。

■ 開催セミナーの例
・秘密の保護と秘密保持契約書の作成・審査の実務

・進歩性欠如の拒絶理由通知への対応術

・効率的なパテントマップの作成・活用法

・中国特許調査の重要性と調査方法

・テーマ探索法と各種ツール活用

・「オープン・イノベーション」による技術開発と先進企業事例 

・競合情報の入手・分析・評価とその上手な活用法

・日本の化学物質規制法

・REACH 規則・CLP 規則の最新動向と今後の MSDS 対応

・中国新規化学物質法規制の最新動向・対応策

・改正化審法への対応実務

・戦略的な特許出願・知財マネジメント入門

・＜知的財産部員や技術者のための＞契約実務：基礎講座

・環境安全保安監査の実際

・ネゴシエーション・スキルの修得・向上セミナー

・技術マーケティング入門～基本手法の習得と実際のすすめ方～

・ファシリテーション入門

・リーダーシップ・セミナー

・ロジカルプレゼンテーション入門研修～効果的な伝え方の技術～

・企業のためのクレーム処理と悪質クレーマーへの対応

・ハラール認証取得とハラールビジネスのポイント・留意点

・化学原料購買のための考え方とコストダウン手法 19 種

・共同研究開発契約書の作成・審査・修正・活用の実務

・エンジニアのためのスキルアップ文章術

・英文テクニカルライティング～正確で効果的に伝達するためのポイント～

・英文契約書の読み方

・初級者のための「振動」入門

・たのしい統計学【Excel 実習セミナー】
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■事業内容

D V D

通信教育・e-learning

ニーズの高い講習会を DVD 化しました。お時間の無い方でも著名な講師の講義を ｢好きなとき｣、｢好き

な場所｣ で閲覧可能です。社内研修・教育のツール一つとしても活用頂けるものとなっております。

■ 発行 DVD の例
　・ GVP・GPSP の SOP 作成法 　- 遵守しやすい SOP と SOP を使った教育訓練 - 

　・【GMP 入門講座】新任者のための GMP 基礎 

　・生物学的同等性試験実施における留意点 

　・新人でもわかる！　基礎からの実用電子回路入門 

　・用語で学ぶ GMP

　・ 乾燥ノウハウ 

　・洗浄バリデーションの手法と実践 

　・造粒の基礎と各造粒法のトラブル対策 DVD

　・ 打錠の基礎・製剤設計とトラブル対策 DVD

　・ GCP 入門 

　 ・“ 実践的な ” 生物薬剤学・薬物動態学の基礎 

　 ・ 製薬用水管理における必須法規

　・クリーンルーム　日常作業・管理上の留意点 

　・ 表面・界面の分析技術と表面状態の評価法 

遠方で講習会に参加できない・時間の都合がつきにくい方のため、通信教育講座を開催しております。 

テキストでの学習、ネットを活用した学習と演習問題を通じ、専門知識の知見を高めることができます。

■ 開催通信教育の例
　・ 医学・臨床統計入門 

　・ GMP 監査員の養成講座　－導入およびスキルアップ－ 

　・ 日本語メディカルライティングの基礎 

　・ 医療機器の製造販売承認・認証申請における STED 作成の基礎知識 　 

　・ 実践的経皮吸収実験法と解析法 

　・ 医学・臨床統計入門 

　・ 医療機器における薬事規制と申請書類作成のポイント

　・ HPLC 及び分光分析を中心とする分析法バリデーション

　・ エレクトロニクス用超微細スクリーン印刷技術

　・ 英語テクニカルライティング

　・ 特許の基礎、各種パテントマップの作成

　・ Excel でここまでできる！ 技術者のための化学工学計算

　・ Excel 統計学入門

■主要取引先

● 主要取引先 （順不同）

旭化成株式会社

旭硝子株式会社

味の素株式会社

アステラス製薬株式会社

アストラゼネカ株式会社

アルプス電気株式会社

イビデン株式会社

宇部興産株式会社

エーザイ株式会社

MSD 株式会社

王子製紙株式会社

大塚製薬株式会社

沖電気工業株式会社

オリンパス株式会社

花王株式会社

カシオ計算機株式会社

川崎製鉄株式会社

関西ペイント株式会社

株式会社紀伊国屋書店

キヤノン株式会社

京セラ株式会社

協和発酵キリン株式会社

グラクソ・スミスクライン株式会社

株式会社クラレ

株式会社クレハ

株式会社小糸製作所

株式会社コーセー

コニカミノルタホールディングス株式会社

サノフィ・アベンティス株式会社

沢井製薬株式会社

参天製薬株式会社

三井化学株式会社

塩野義製薬株式会社

株式会社資生堂

株式会社シチズン電子

株式会社島津製作所

シャープ株式会社

ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

信越化学工業株式会社

新日鐵住金株式会社

スタンレー電気株式会社

住友化学株式会社

スリーエムジャパン株式会社

住友電気工業株式会社

住友ベークライト株式会社

株式会社スリーボンドホールディングス

セイコーエプソン株式会社

積水化学工業株式会社

第一三共株式会社

ソニー株式会社

大正製薬株式会社

大日本印刷株式会社

大日本住友製薬株式会社

大鵬薬品工業株式会社

太陽誘電株式会社

武田薬品工業株式会社

田辺三菱製薬株式会社

中外製薬株式会社

株式会社ツムラ

DIC 株式会社

TDK 株式会社

帝人ファーマ株式会社

テルモ株式会社

電気化学工業株式会社

株式会社デンソー

東京電力株式会社

株式会社東芝

東洋紡株式会社

東レ株式会社

東和薬品株式会社

凸版印刷株式会社

トヨタ自動車株式会社

日東電工株式会社

日亜化学工業株式会社

日油株式会社

日本板硝子株式会社

日本化薬株式会社

日本ゼオン株式会社

日本曹達株式会社

日本電気株式会社

日本電信電話株式会社

日本ペイント株式会社

日本べーリンガーインゲルハイム株式会社

日本メクトロン株式会社

日本メナード化粧品株式会社

日産自動車株式会社

ニプロ株式会社

ノバルティスファーマ株式会社

バイエル薬品株式会社

パイオニア株式会社

パナソニック株式会社

浜松ホトニクス株式会社

日立化成株式会社

株式会社日立製作所

日立マクセル株式会社

ファイザー株式会社

富士フイルム株式会社

富士ゼロックス株式会社

富士通株式会社

富士電機ホールディングス株式会社

ブラザー工業株式会社

ブリストル・マイヤーズ株式会社

株式会社ブリヂストン

古河電気工業株式会社

ポーラ化成工業株式会社

HOYA 株式会社

株式会社本田技術研究所

丸善株式会社

三菱化学株式会社

三菱重工業株式会社

三菱電機株式会社

三菱マテリアル株式会社

三菱レイヨン株式会社

株式会社明電舎

株式会社明治

持田製薬株式会社

矢崎総業株式会社

横河電機株式会社

横浜ゴム株式会社

株式会社リコー
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■会社概要

● 沿　革

会社概要 社名 株式会社情報機構

本社所在地 〒 141-0032　東京都品川区大崎 3-6-4 トキワビル 3 階

電　話　03 - 5740 - 8755（代）

F ＡＸ　 03 - 5740 - 8766（代）

ＵＲＬ　http://www.johokiko.co.jp

創立 2001 年 4 月

資本金 2000 万円

役員 代表取締役　　谷口 　　彰敏

常務取締役　　中谷　　　桂
常務取締役　　片桐　　 直哉

監　査　役　　藤井　　　巌

主要取引銀行 みずほ銀行　五反田支店

城南信用金庫　本店

東日本銀行　大崎支店

三菱東京ＵＦＪ銀行　五反田駅前支店

2001 年 4 月	 株式会社情報機構　設立登記

2001 年 7 月 医薬系セミナーを開催し、営業活動開始

2001 年 8 月 電気・化学系セミナー開催

2001 年 9 月 通信教育講座開始

2001 年 11 月 技術図書出版・販売開始

2002 年 1 月 業務拡大に伴い事務所を移転

2002 年 3 月 セミナー収録ビデオ販売開始

2003 年 7 月 業務拡大に伴い事務所を移転

2005 年 12 月 業務拡大に伴い現住所へ移転

2006 年 2 月 資本金を 2000 万円に増資

2011 年 9 月 電子媒体資料（電子書籍）の販売開始

2015 年 3 月 月刊誌 「GMPeople」創刊

● 会社概要

１．各種セミナーの企画、立案開催

２．書籍出版、販売

３．DVD 製作、販売

４．各種ソフトウェア製作、販売

５．各種学会事務局代行

６．インターネットによる商品取引および販売

７．各種展示会、シンポジウムの企画及びその事務代行業務

● 事業内容

■会社概要

● JR　大崎駅西口より　徒歩 1 分

●東急池上線　大崎広小路駅より　徒歩 4 分



株式会社　情報機構
〒 141 - 0032　東京都品川区大崎 3 - 6 - 4　トキワビル 3 階
TEL 03 - 5740 - 8755　FAX　03 - 5740 - 8766
URL : http://www.johokiko.co.jp
e-mail : req@johokiko.co.jp


